
 創業40年の秋田県の稲庭うどんメーカー。国内需要の低下を見据え、2016年より海外輸出に挑戦。コロナ禍
の３年間には150社とのオンライン商談を経て、輸出額、輸出量、取引国とも順調に増加。

 全工程手作りの製造ストーリーや茹で時間の短さなど自社商品の特徴を謳うことで他の麺やうどんと差別化。また、
特徴を視覚化するためパッケージをリニューアル。デザイン性を高め、より多くの人に手に取ってもらえるようになった。

 EU圏へのさらなる輸出拡大のために、県や大学とともに産学官連携プロジェクトを実施。1年半をかけて動物性
由来素材を含まないヴィーガンつゆを開発し、海外向けに麺とセットで販売。輸出実績を伸ばしている。

株式会社
稲庭うどん小川
（秋田県湯沢市）

2023 輸出に取り組む優良事業者表彰 / 主催：公益財団法人 食品等流通合理化促進機構

高い商品力を持つ稲庭うどんが世界市場で好評

取り組み内容

・香港
・韓国
・アメリカ

・稲庭うどん

2023

▼オンラインで150社以上と商談

▲いぶりがっこのメーカーや酒造業者、加工食品業
者などと秋田県加工食品輸出拡大協議会を発足。

ポーランドの
展示会。▶

◀ジャパンフェア
（エストニア）


